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第６章：『礼拝指針』について 

 

第２章 礼拝出席と礼拝中の行動 

 ２．礼拝に対するわたしたちのあり方について 

 ｈ．「一つ心で守る」礼拝を目指して 

 第５条は、「公的礼拝のすべてを一つ心で守ることができるように、定刻までに着席する

よう留意しなければならない」と定めています。この「一つ心で守る」ということでもう

一つ大事なことは、他の礼拝者に配慮を配りながら、「一つの礼拝」をささげるということ

です。聖書を開けずもたもたしている人がいれば手助けしてあげる、詩編歌や讃美歌や教

理問答でもたついている人の助けをしてあげる、そういった配慮がごく自然になされる礼

拝であってほしいと思います。礼拝には、様々な人が出席します。初めての方や初心者に

は、自分が初めて教会の門をくぐったときのことを思い出しながら、気後れすることのな

いように手助けしてあげてください。そうすることでわたしたちは、「一つの礼拝」をささ

げるようになるのです。また幼い子供たちも、そこにいます。彼らにとって礼拝出席が、

「苦行」とならないような工夫と努力が小会に求められます。具体的には礼拝プログラム

の中で、彼らの参加できる余地を与えるということです。わたしが以前いた福岡西伝道所

では、毎週、礼拝説教の前に、同じテキストから５分程度の子供向けの短いお話をしてい

ました。それは説教者にもって、最も過酷な準備となりましたが（何しろその頃の相手は

２歳と３歳の子供たちでしたから）、それが今日の説教の下地を形成していったことも事

実です。特に「主の祈り」は、子供たちが喜んで共に参加してほしいところですが、最近、

子供だけではなく高齢の方もついていけないほどに、「主の祈り」が早く祈られていること

は、はなはだ残念なことです。遅すぎるのも困りものですが、あまり早口に祈って、本当

に「主の祈り」を心から祈ることができるのでしょうか。なによりも、たとえ一人でもそ

れについていけない方がいたとしたら、その礼拝は、本当に「一つの礼拝」を目指してい

るといえるのでしょうか。自分一人が満足してささげていく礼拝ではなくて、そこに集っ

た皆で「共に」ささげていける、「一つの礼拝」を心がけていきたいものです。「神への愛

と隣人への愛」に生きる礼拝、つまり神への心からの感謝だけではなくて、共に礼拝をさ

さげる隣人に配慮した礼拝こそが、神に喜ばれる礼拝なのではないでしょうか。 

 

 礼拝が「一つ」のものとしてささげられることは、同じ御言葉に聴従することによって

御言葉の糧に養われること、代々の教会が信じ告白してきた、一つの信仰告白を、一つと

なって告白することなどによって表されますが、そのもう一つは、斉唱（ユニゾン）で賛

美をささげることでも表されます。たしかにパートに分かれて賛美する方が「きれい」に

きこえる讃美歌もあります。その方が楽しいし、満足できます。しかし代々の教会は、礼

拝賛美を「斉唱」でささげてきました。讃美歌は四部に分かれた楽譜が載せられています

が、それはそのように歌うためではなくて、奏楽のためです。礼拝では、斉唱で、一つの

声となって、主への賛美を力強くささげていきたいと思います。 


